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手をつないだ青海大橋
総
工
費
約
一
億
六
千
万
円
で
、

一
昨
年
末
か
ら
工
事
に
と
り
か
か

っ
た
青
海
大
橋
も
、
さ
る
十
二
日

に
手
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

日
本
で
も
め
ず
ら
し
い
工
事
方

法
で
っ
く
ら
れ
た
こ
の
大
橋
は
、

は
ば
六
メ
ー
ト
ル
、
橋
の
長
さ
二

六
〇
メ
ー
ト
ル
（
海
上
部
分
一
四

〇
メ
ー
ト
ル
）
で
、
水
面
か
ら
の

高
さ
は
低
い
と
こ
ろ
で
八
メ
ー
ト

ル
、
高
い
と
こ
ろ
で
十
五
メ
ー
ト

ル
。仙

崎
側
と
青
海
島
側
の
と
り
つ

け
道
路
も
こ
の
秋
ま
で
に
は
完
成

す
る
予
定
。

（
写
真
は
、
工
事
中
の
青
海
大
橋

仙
崎
渡
船
場
側
か
ら
５
日
写
す
）

健
康
な
か
ら
だ
を

つ
く
り
ま
し
よ
う

長
門
市
体
育
指
導
委
員
会
は
、

今
年
度
「
健
康
な
か
ら
だ
を
つ
く

り
ま
し
よ
う
」
と
、
次
の
よ
う
な

こ
と
を
、
み
な
さ
ん
に
お
す
す
め

し
て
い
ま
す
。

１
　
い
つ
も
姿
勢
を
正
し
く
、
胸

を
は
つ
て
歩
き
ま
し
よ
う
。

２
　
休
日
に
は
、
家
族
や
友
だ
ち

と
、
そ
ろ
つ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
た

の
し
み
ま
し
よ
う
。

３
　
部
落
内
に
、
体
育
推
進
員
を

お
き
、
計
画
的
に
、
た
の
し
い

体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事

を
し
ま
し
よ
う
。

４
　
い
ろ
い
ろ
な
集
会
で
、
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
、
歌
を
う
た
っ
た

り
し
て
話
し
合
い
を
楽
し
い
も

の
に
し
ま
し
よ
う
。

５
　

家
庭
や
職
場
で
も
、
楽
し
い

っ
ど
い
を
も
ち
ま
し
よ
う
。

６
　

ラ
ジ
オ
体
操
の
会
に
は
、
親

子
そ
ろ
っ
て
す
す
ん
で
参
加
し

ま
し
よ
う
。

・
　

部
落
内
で
、
体
育
関
係
の
ご

要
望
が
あ
れ
ば
、
お
手
伝
い
に

ま
い
り
ま
す
。
体
育
指
導
委
員

を
ど
し
ど
し
ご
利
用
に
な
っ
て

健
康
な
か
ら
だ
を
つ
く
り
ま
し

よ
う
。

（
申
込
み
）

教
育
委
員
会
社
会
体
育
係
か
、

直
接
、
体
育
指
導
員
に
申
し
出
で

く
だ
さ
い
。

長
門
市
体
育
指
導
委
員

氏
　
名
　
　
住
　
所
　
勤
務
先

南
野
金
作
　
仙
崎
北
本
町

（
大
津
高
校
）

岡
本
秀
雄
　
鉄
道
区

（
長
門
保
線
区
）

木
下
　
忠
　
通
三
区

（
通
小
学
校
）

澄
田
　
潔
　
板
持
一
区

（
長
門
機
関
区
）

田
村
輝
男
　
大
羽
山

（
俵
山
中
学
校
）

内
　
矩
道
　
渋
木
二
区

（
仙
崎
中
学
校
）

藤
田
輝
夫
　
駅
前
区

（
自
家
営
業
）

古
田
　
弘
　
板
持
一
区

（
深
川
中
学
校
）

松
岡
豊
雄
　
境
　
川

宮
本
吉
雄
　
大
　
泊

（
下
関
車
掌
区
）

宮
本
嘉
昭
　
駅
前
区

（
水
産
高
校
）

山
根
節
雄
　
田
屋（
長
門
高
校
）

長
門
、大
津
、美
祢

身
体
の
不
自
由
な
人
の

体
育
大
会
　
深
川
小
で

第
三
回
長
門
市
、
美
祢
巾
、
大

津
郡
身
体
障
害
者
体
育
大
会
が
、

五
月
三
十
日
（
日
）
午
前
十
時
か

ら
、
深
田
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
ね

こ
な
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
参
加
者
は
約
一
五
○
名

の
予
定
で
、
当
日
は
参
加
者
に
参

加
賞
と
昼
食
、
つ
き
そ
い
の
人
に

も
昼
食
を
支
給
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

善
意
銀
行
預
託
者

四
月
分

（
現
金
口
座
）

国
近
妙
子
、
古
田
桂
子
、
Ｆ
江

、
Ｓ
子
、
Ｍ
Ｋ
、
末
永
邦
雄
、
山

田
耕
作
、
仙
崎
区
長
会
、
河
内
チ

エ
、
安
部
博
、
岡
野
秀
樹
、
上
田

一
人
、
境
田
良
旦
、
と
く
名

合
計
二
三
・
二
二
五
円

（
物
品
口
座
）

荻
茂
之
、
木
津
部
落

二
級
建
築
士
試
験

（
申
込
受
付
け
）

５
月
1
7日
か
ら
2
8日
ま
で

（
申
込
万
法
）

受
験
申
込
書
（
市
建
築
係
に
あ

る
）
実
務
経
歴
書
、
受
験
票
を

そ
え
、
市
役
所
建
設
課
建
築
係

へ
。

（
試
験
日
）

７
月
2
4日
（
土
）
2
5日
（
日
）

（
試
験
場
所
）

山
口
市
　
山
口
高
等
学
校

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
建
築
係

へ
。

日
本
脳
炎
予
防
注
射

（
日
時
、
場
所
）

一
回
目
二
回
目

時
間
　
場
所

５
月
2
0
日
　
2
7
日

〃
　
　
　
〃

〃
　
　
　
〃

〃
　
　
　
〃

Ξ

、
一
己

一
『

一
五

一
气

呂

一
五

、
一
Ξ

一
瓢

言

一
四

、
一
匹

一
瓢

（
）（
）

Ｅ

、
一
Ξ

仙
崎
支

所田
屋
公

会
堂

中
央
公

民
館

上
ノ
原

公
会
堂

５
月
2
1
日
　
2
8
日

〃
　
　
　
〃

〃
　
　
　
〃

５
月
2
4
日
　
3
1
日

〃
　
　
　
〃

５
月
2
5
日
　
６
月

１
日

〃
　
　
　
〃

〃
　
　
　
〃

Ξ

、
Ξ

一
气

豐

一
五
、
一
Ξ

一
气

甓

Ξ

、
一
己

盜

、
吾

三

、
一
｀

Ξ

、
昆

一
四

、
呂

一
四
、
四
（
）

醤

、（
）（
）

一
四
、
一
８

一
气

言

一
四

、
呂

一
四

、
言

一
四

、
吾

通
公
民

館大
日
比

区
長
宅

向
陽
小

学
校

木
津
集

会
所

俵
山
支

所青
海
島

小
学
校

大
畑
小

学
校

真
木
公

会
堂

（
対
象
者
）
満
一
歳
以
上
で
申
込

み
を
し
て
い
る
人

（
料
金
）
は
じ
め
て
の
人

二
回
分
　
二
五
〇
円

初
回
免
疫
を
終
え
て
い
る
人

一
回
分
　
匸
二
〇
円

・
母
子
手
帳
は
必
ず
ご
持
参
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
映
画

前
売
券
発
売
中

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
記

録
映
画
が
五
月
十
九
日
か
ら
三
十

日
（
二
十
八
、
二
十
九
日
休
映
）

ま
で
市
内
映
画
館
で
上
映
。
こ
の

前
売
券
（
一
八
〇
円
）
が
婦
人
会

支
部
長
宅
か
市
体
協
（
市
教
委
社

会
体
育
係
）
か
支
部
（
各
公
民
館

）
で
売
っ
て
い
ま
す
。

乳
児
検
診

５
月
1
7日

５
月
1
8
日

５
月
1
9日

５
月
2
5日

５
月
2
6日

５
月
2
8日

一

瓢

呂

一
四

、
昆

三

、
呂

一
四

、
言

一
四

、
四
〔
〕

一
瓢

言

九

、
一
言

Ξ

、
言

一
瓢

呂

一
四

、
言

Ξ

、
言

一
四

、
宕

九
、
一
８

一
四

、
邑

一
瓢

呂

Ｅ

、
呂

通
公
民
館

俵
山
支
所

俵
山
支
所

■
育
児
講
座

大
畑
小
学
校

向
陽
小
学
校

青
海
島
小
学

校仙
崎
小
学
校

中
央
公
民
館

（
注
）
中
央
公
民
館
会
場
の
み

県
母
子
衛
生
研
究
会
主
催
、
山

口
銀
行
協
賛

（
対
象
者
）

生
後
一
年
未
満
の
乳
児

母
子
手
帳
ご
持
参
の
こ
と
。

停
電
の
お
し
ら
せ

定
期
配
電
線
補
修
工
事
の
た
め

６
月
１
日
午
前
８
時
か
ら
正

午
ま
で
市
内
全
域
停
電
。

市
税
、
国
保
な
ど
の

保
管
袋
を
く
ば
る

市
税
や
国
保
、
年
金
な
ど
の
納

付
書
や
母
子
手
帳
、
印
鑑
な
ど
、

市
役
所
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
保

管
す
る
た
め
、
近
く
お
手
も
と
に

ビ
ニ
ー
ル
製
の
保
管
袋
を
各
世
帯

に
く
ば
り
ま
す
。

こ
の
保
管
袋
は
、
お
も
て
に
、

納
期
の
一
覧
表
が
印
刷
さ
れ
、
う

ら
側
に
市
役
所
の
届
出
の
手
引
き

が
印
刷
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

定
例
歌
句
会
か
ら

長
門
短
歌
会
選

（
雑
　
詠
）

春
来
れ
ば
我
う
ち
深
き
傷
痕
に
ふ

れ
つ
つ
日
毎
木
蓮
ひ
ら
く

渋
　
木
　
吉
内
静
子

種
も
み
を
浸
せ
し
流
れ
の
さ
揺
ら

ぎ
に
息
吹
く
四
月
の
空
を
映
せ
り

渋
　
木
　
谷
川
美
枝
子

住
み
し
人
遠
く
去
り
行
き
あ
き
し

家
に
卷
を
さ
か
り
に
梨
の
花
咲
く

渋
　
木
　
丘
本
邦
子

（
当
季
雑
詠
）

花
あ
か
り
停
年
夫
妻
の
脊
散
歩

渋
　
木
　
谷
川
美
枝
子

朝
盞
の
舞
し
峡
間
に
野
火
け
む
る

日
　
置

梅
本
銀
水

色
褪
せ
し
雛
い
た
わ
り
つ
つ
娘
と

か
ざ
る
　
田
　
屋
　
中
穂
信
子

日
赤
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

五
月
は
社
員
増
強
月
間

人
道
、
博
愛
、
奉
仕
の
精
神

で
世
界
平
和
と
入
類
の
幸
福
を

目
的
に
、
日
本
赤
十
字
社
は
努

力
し
て
い
ま
す
。

そ
の
事
業
の
一
例
は

１
　
災
害
の
と
き
の
救
助
活
動

２
　
無
料
巡
回
診
療

３
　
献
血
運
動

４
　
身
体
の
不
自
由
な
人
の
福

祉
援
護

こ
の
よ
う
な
事
業
は
、
み
な

さ
ん
が
日
赤
社
員
と
な
ら
れ
会

費
を
出
さ
れ
た
社
費
に
よ
つ
て

ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

日
赤
で
は
い
つ
そ
う
事
業
の

発
展
を
め
ざ
し
、
五
月
中
を
「

日
本
赤
十
字
社
員
増
強
月
間
」

と
し
て
、
一
戸
に
一
人
は
社
員

に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
運
動

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

近
日
申
に
区
長
さ
ん
が
、
社

員
募
集
の
た
め
お
宅
へ
訪
問
し

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
社
員
の
種
類
は
次
の

と
お
り
。

正
社
員
　
一
年
に
百
円
以
上
を

お
さ
め
る
人
。

章
銀
特
別
社
員
　
一
時
に
三
千

円
以
上
又
は
、
毎
年
三
百
円

づ
つ
十
年
間
お
さ
め
る
人
。

金
色
特
別
社
員
　
一
時
に
一
万

円
以
上
又
は
毎
年
千
円
づ
つ

十
年
間
お
さ
め
る
人
。

章
銀
有
功
章
　
一
時
に
五
万
円

以
上
又
は
こ
れ
を
適
宜
分
納

す
る
人
。

金
色
有
功
章
　
一
時
に
十
万
円

以
上
又
は
こ
れ
を
適
宜
分
納

す
る
人
。

賛
助
員
　
一
時
に
五
十
円
以
上

百
円
未
満
を
お
さ
め
る
人
。

こ
れ
ら
の
納
入
さ
れ
た
金
額

は
累
計
さ
れ
上
級
の
称
号
が
贈

ら
れ
ま
す
。

農薬の取り扱い

は 愼 重 に
農家では、そろそろ農繁期の凖面にとりか
かつておられることでしょう。

田齠がおわれば、農薬の散布がまつてい

ます。この農薬は、正しく使い確実な保管

をしなければなりません。

山口県では、農薬による危害を防ぐため
に五月十五日から一か月間「農薬危害防止

運動」をくりひろげます。

害虫防除は効果のある共同防除をおこな

うなど、いま一度、農薬に対する認識を深

めましょう
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